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１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

⚫ 土で遊ぼう！ 

＜テーマの設定理由＞ 

⚫ 夏野菜の土作りで土に興味を持つ姿が見られたので、感触の違う 3 種類の土を用意してそれらに

自由に触れる機会を作った。 

２．活動スケジュール 

⚫ ６月、３回／各１時間、3～5 歳児クラス、縦割りで３グループに分け３日間かけて行う。 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

⚫ プロジェクター、スクリーン、パソコン（PowerPoint）、マイク、スピーカー、土（３種類）、テー

ブル、段ボール、ごみ袋、水、タブレット、電子顕微鏡 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

⚫ ホールで３クラス集まり、「土とは何か？」の話をし、土に興味が持てるようにする。 

⚫ 園庭にテーブルを出し、３種類の土を用意し自由に触れて遊んでみる。 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞ 

⚫ 出来るだけ遊び方のルールを減らし、「好きな所で、好きなように触って遊んで良いよ」と声をか

けた所、生き生きとした表情で土遊びを始める子が多かった。 

⚫ 「何しても良いの？」「シャラシャラ音がする」「この土べたべた」「この土はふわふわだよ」 

⚫ シャラシャラと音の出る土を無言で混ぜ続ける子もいた。 

   

５．振り返り＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

⚫ 感触の違う土を用意しただけだが、子ども達はそれぞれ遊び方が違った。土の手触りの感触や土

がこすれ合う時の音など、それぞれの違いにも気付く姿が見られてとても面白かった。 

⚫ 個々により気に入る土が違い、それぞれの土を順番に遊んでみる子もいれば、気に入った土で遊

ぶことに夢中になっている子もいた。 

⚫ 土だけを用意したのだが、子ども達がそれぞれの発想で遊び方を生み出していて、とても興味深

かった。 

 


